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　小児科医は子どもの健康を守り成長を支援するなかで予防接種を行います．戦後から1990年前半

までは社会防衛の観点が強く強制・義務接種で保健所などの予防接種会場で集団接種として行われ

ていましたが，1994年からは国民の努力義務となりました．集団接種からかかりつけ医による個別

接種に変わったことで，日常診療のなかで予防接種を行うようになり，すべての小児科医にとって

より身近なものになりました．地域でかかりつけ医として開業している医師や保健所や地域保健セ

ンターなどで公衆衛生にかかわっている医師はもとより，高度医療機関で専門分野に特化して勤務

している医師でも，患児とその養育者に対して予防接種の話をしない小児科医はいないと思われま

す．小児科医にとって，予防接種は単なる注射の手技ではなく，理論や背景まで含めた深い知識と

現場での応用が必要とされる分野です．

　予防接種は感染症を予防する目的で行われるためその流行状況に影響されるのは当然ですが，新

たなワクチンの開発・導入といった医学的な事情や，予防接種法や世論といった社会情勢の影響を

うけて，日々変化していきます．以前はわが国では諸外国と比べて接種可能な予防接種の種類が少

なく，予防接種制度や体制も改善の余地が多く，ワクチンギャップと揶揄されることもありました．

現在では改善されてきていますが，今もなお課題は多く，変化の続く予防接種を養育者の理解のも

とに児に安全に行い，社会として感染症の流行を防ぐためには，標準的な接種スケジュールや個々

のワクチン情報の確認だけではなく，接種をさけるべき状況の理解や忌避者への対応，新規ワクチ

ンの展望など，日々の知識の更新が不可欠です．

2013年4月に予防接種法が大きく改正され，予防接種の総合的な推進をはかるために予防接種基

本計画が策定されることが決められ，5年おきに見直されています．新型コロナウイルスの流行で

少し遅れましたが，10年目の現在，2回目の見直しのための議論が行われており，今後が期待され

るところです．

　大変革となった予防接種法の改正から10年経過し，現在の予防接種体制がわれわれ医療者にも保

育者にも当たり前となった今，あらためて今とこれからの予防接種のありかたを考える一冊となれ

ば幸いです．

　最後になりますが，執筆の労をおとりいただきました先生方，本誌編集委員会の先生方に深謝い

たします．

古くて新しい予防接種
～この10年で何が変わったか～
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